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2008 年に米国ではバラク・オバマ（Barack Hussein Obama, 1961-）が黒人初の大統領




ー・O・ハリス（Jeremy O. Harris, 1989-）の衝撃作『スレイブ・プレイ』（Slave Play, 
2018）が 2020 年のトニー賞史上最多の 12 部門においてノミネートされた。これまでの
トニー賞では黒人問題を扱う作品の受賞は非常に少なかったことから、今回の受賞はまさ












































白人が主要な客層である（Paulson）。制作側を見ても、“The Asian American Performers 
Action Coalition”の調査によれば 2017 年から 18 年における黒人の占める割合について、























の 2016 年 8 月には、アメリカン・フットボール界のスター選手コリン・キャパニックが
人種差別や警察の暴力に抗議して、国家斉唱時に国歌を歌わずに片膝をついて抗議の姿勢
を表明した。その 1 年後の 2017 年 9 月、トランプ大統領はこの行為に賛同する国旗に不












門を受賞したのは 2002 年のことである。2008 年にはアフリカ系アメリカ女性劇作家リ
ン・ノテージ（Lynn Nottage, 1964-）が『破滅』（Ruined, 2008）でピューリツァー賞を
受賞。2011 年夏には、ホール（Katori Hall, 1989-）の『マウンテントップ』（The 
Mountaintop, 2009 初演, 2013 出版）、リディア・ダイヤモンド（Lydia Diamond, 1969-）
の『スティック・フライ』（Stick Fly, 2006）、パークスの『ガーシュウィンのポーギーと









が再演されたのもこの年である。2016 年版は『シャッフル・アロング、あるいは 1921 年
のミュージカル・センセーションの誕生とそれに続くすべての出来事』（Shuffle Along, or 






ている。「『シャッフル・アロング』はあと 3 日で幕を閉じ、『モータウン』も 10 日で終演
を迎える。人々は#blackshowsmatter（黒人の劇も重要だ）について考えていないと思う」






2019 年、2020 年には大きな変化が生まれた。2 年連続してピューリツァー賞ドラマ部
門の受賞作品は黒人問題をテーマにした作品が受賞している。2019 年のジャッキー・シブ







いメッセージ性を含んでいる。2020 年の受賞作はマイケル・R・ジャクソン（Michael R. 










相次いだ。2020 年 5 月にはミネアポリス近郊で武器を持たないアメリカ人の黒人男性ジ
ョージ・フロイド氏（George Floyd, 1973-2020）が警察官に首を膝で約 8 分間圧迫され窒
息死する事件が起き、この事件は BLM 運動を一層活発化させ、反人種差別抗議として世
界中に広がった。（同年10月に当該警官は約1億600万円で保釈）（BBC, “Derek Chauvin”）
2020 年 6 月には、ワシントンの市長は、ホワイトハウス近くの交差点の名称を、「Black 
Lives Matter」プラザに変更し、2 区画の通りに黄色で「Black Lives Matter」と大きく文
字を描いた通りを整備した。黒人への警察の暴力に抗議するデモの鎮静のために軍の投入




家での黒人の受賞は 2 名に留まる。優秀戯曲賞において黒人作家初の受賞となった 1974
年のジョセフ・ウォーカー（Joseph A. Walker, 1935－2003）の『ニジェール川』（The River 
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Niger, 1972）と、1987 年のオーガスト・ウィルソン（August Wilson, 1945－2005）の
『フェンス』（Fence, 1985）である。賞は毎年 5 月に発表され 6 月の授賞式を迎えるが、
2020 年は抗議運動の活発化を懸念して、授賞式は延期されたままであるものの、候補作品
には黒人差別問題を扱った作品が数多く含まれ、アフリカ系アメリカ人にとっては豊作の
年となった。リバイバル賞の候補作品である『ソルジャーズ・プレイ』（A Soldier’s Play, 
1981）は、黒人の心に根付く白人的優位の視線による人種偏見が、黒人同士の不和と若者
の殺害という悲劇をもたらす過程を、アメリカの軍隊内で起きる殺人事件として描いたも






生涯を描いたミュージカル『ティナ―ティナ・ターナー・ミュージカル』（Tina: The Tina 









『スレイブ・プレイ』は 2018 年 11 月 19 日にロバート・オハラ（Robert O’Hara, 1970-）
の演出によりニューヨーク・シアター・ワークショップにて初演後、2019 年 10 月にゴー
ルデン・シアターにてブロードウェイに登場した。偶然にもアメリカに初めて奴隷が運ば
れてた 1619 年からから 400 年後のことである。物語の主要登場人物は黒人と白人のカッ
プル 3 組と女性カップル 1 組である。第一幕の舞台はアメリカ南部のバージニア州リッチ
モンドのマグレガー家のプランテーション敷地内の奴隷監視人の小屋に設定されている。
作家ジェレミー・O・ハリスはバージニア州出身であるが、リッチモンドと言えば、アメ
リカ独立戦争中のパトリック・ヘンリーによる「自由を、然らずんば死を（Give me Liberty, 
or give me Death!）」の演説が行われた土地であり、南北戦争で奴隷制度を擁護した南部
連合（Confederate States of America）を率いた司令官、ロバート・E・リー（Robert E. 
Lee, 1807-1870）将軍の銅像が建立された南部の象徴的都市でもある。リー将軍の銅像は、
奴隷制や黒人差別の象徴とされ、2020 年 5 月の黒人男性ジョージ・フロイド事件に対す
- 80 -
る抗議するデモや、リー将軍像の撤去を求めてきた市民団体などの声に応えるかたちで、







































た。ハリー・J.・エラム Jr.は 20 世紀からの黒人演劇とは何かという論稿で、奴隷制や人
種差別への抗議のみに依らない新しい黒人演劇の形が求められているが、黒人劇の位置づ
けには複雑さと矛盾が伴うと述べている。1926 年、黒人人権活動家のW.E.B.デュボワ（W. 









































































































































































































































































活動の領域を広げている。2020 年に、彼はHBO と 2 年間の契約を結び、ファッション関
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